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研究紹介の本⽂：  
糖鎖は細胞表⾯を被覆するように⼤量に存在し（グリコカリックス）、糖鎖-糖鎖相
互作⽤や糖鎖-レクチン相互作⽤、糖鎖-タンパク質相互作⽤などの複雑な相互作⽤ネ
ットワークを形成する。加えて、⽣体内では構造多様性に富む糖鎖が複雑な混合物（グ
リコフォーム）として存在し、複数の糖鎖が相補的、協同的、競争的に作⽤して、創
発的に機能する。本研究では、このような糖鎖が形成する極めて複雑な“分⼦夾雑”に
ボトムアップアプローチで挑む。すなわち、⽣細胞上の“分⼦夾雑”系に純粋な合成糖
鎖を提⽰し、この再構成系で、糖鎖の機能を解析する。さらには糖鎖に着⽬した⽣体
機能制御も⽬指す。  
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